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たかが日本人、されど・・・ 

2 

失敗は隠ぺいする慣習 

会社主義と滅私奉公 

トップが決められない 

主張はしない、沈黙は金 

イノベーション力がない 

個人よりもチームプレー 

前例踏襲で変化が嫌い 

出る杭は早めに叩く 

お上意識と舶来志向 

リーダーになりたくない 

多様性を受け入れない 

予定調和でディベート嫌い 

日本人のみでローカルルール 

陰口といじめの構図 

仲間意識とムラ社会 

クリエイティブでない 

ソフトウェアが弱い 
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大手企業で繰り返されるシナリオ 

1. マーケティングよりも技術開発に注力 

2. 画期的な要素技術、イノベーションをデザイン 

3. 海外の現地企業と提携、子会社化で販路構築 

4. 世界同時売り出し、出だしは上々、追加投資 

5. 廉価版コピー出回る、機能は劣るが問題ない 

6. 一気にシェアをおとし固定費が経営圧迫 

7. 水増し会計でその場を繕いさらに傷口が悪化 

8. 事業から完全撤退、売り時を逸し巨額の負債 

9. 社長が引責辞任、以降、本事業の話はタブー 

10.失敗経験が共有さず、また似たシナリオが・・ 

3 
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半導体企業の衰退の現実 

4 

１９８９年のランキング 

１．ＮＥＣ（日本） 
２．東芝（日本） 
３．日立製作所（日本） 
４．モトローラ（米国） 
５．富士通（日本） 
６．ＴＩ（米国） 
７．三菱電機（日本） 
８．インテル（米国） 
９．松下電器（日本） 
１０．フィリップス（欧州） 

２０１６年のランキング 

１．インテル（米国） 
２．サムソン（韓国） 
３．ＴＳＭＣ（台湾） 
４．ＳＫハイニックス（韓国） 
５．ＴＩ（米国） 
６．マイクロン（米国） 
７．東芝（日本） 
８．ＮＸＰ（欧州） 
９．インフィニオン（欧州） 
１０．ＳＴ（欧州） 

（ファブレスを除く） 
貿易黒字１０兆円を稼ぐ！ 
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国の過度な関与 
と依存体質 

日本はこの敗戦から何を学ぶのか？ 

5 

１９８９年のランキング ２０１６年のランキング 

四半世紀（失われた２５年） 
で何があったのか？ 

標準化戦略の誤り 

知財・人財戦略 
の誤り 

アライアンス戦略 
の誤り 

マーケット戦略 
の誤り 

組織的意思決定 
の遅さ 

資本・投資戦略 
の誤り 

クローズ体質 
と自前主義 

長期的ビジョン 
の欠如 

技術偏重と危機意識 
の欠如 
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日本が世界に誇る工作機械 

6 

出典：みずほ銀行 産業調査部 

日本の輸出額は世界一位である！ 
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工作機械の生産高と消費高（２０１４年、国別） 

7 

出典：みずほ銀行 産業調査部 

生産高はこの時点で 
すでに中国が１位 

消費高はもちろん中国が 
ダントツ１位、つまり・・・ 
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日本のものづくりは大丈夫？ 
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ファナック 

安川電機 

川崎重工業 

エプソン 
ヤマハ発動機 

パナソニック 

産業用ロボット 

ＤＭＧ森精機 

ヤマザキマザック アマダＨＤ 

不二越 

オークマ 

ジェイテクト 

牧野フライス 

三菱電機 

ＳＭＣ 
キーエンス 

横河電機 

アズビル 

オムロン 

中村留精密工業 

村田機械 

ダイフク 

スギノマシン 

東芝機械 

富士電機 

工作機械 

ＦＡ機器 

マーケットは海外 
（中国や途上国） 

ソフトウェア技術者 
は海外依存 

ネットワーク化、 
標準化は受け身 

ラインビルダーの 
存在が希薄 
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台湾（ＰＭＣ）の取り組み 

9 
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主な機能（すべて無料！） 

10 

リモートマシンのリアルタイム状況監視 
NCのプログラムのダウンロード 

アラームの通知と異常履歴表示 

工具補正値、ワーク座標値、マクロ変数の表示 

マシンスピードレートサービス 
（Ｗｅｂブラウザ） 
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製造業の分化（どの製造業が危ないのか！？） 

•最終消費財産業 
• 生活者が消費する製品、サービスを提供する企業 

• 情報機器、家電、食品、衣料、住宅、エンタメ 

• ローカル化、個別多様化、自律ネットワーク化 

•素材・部品産業 
• 最終消費財を構成する要素、機能を提供する企業 

• 化学プラント、医薬品、素材、部品加工、デバイス 

• 資本集約化、グローバル化、バイオ・ケミカル化 

•製造システム産業 
• 製造やサービスのしくみ、要素を提供する企業 

• 産業機械、電気工業、制御機器、エンジニアリング、ＳＩ 

• プラットフォーム化、デジタル化、オープン＆クローズ化 

11 



Copyright 2017 (IVI) Industrial Value Chain Initiative 

製造業の２５年後を大胆予測！！ 
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最終消費財産業 

素材・部品産業 

製造システム産業 

中小企業 
の構成比 

サービス 
化度合い 

データの 
秘密性 

変化の 
速さ 

つながる 
重要性 

〇 

△ 

◎ ◎ 

× 

△ ◎ 

〇 ◎ 

◎ 

〇 

△ 

〇 〇 

× 

（現在）   （２５年後） 

（現在）   （２５年後） 

（現在）   （２５年後） つながらなければ 
生き残れない！ 
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どう立ち向かうべきなのか？ 
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世界時価総額ランキング（２０１７年９月末） 

消費行動にダイレクトに
課金できる。ネットワー
ク外部性によりひとたび
シェアをとると急成長 

製品 製品 
サー
ビス 

製品 

ブラウザ 
スマホ 

.comモデル 

データ
ハブ 

課金システム 

サー
ビス 

製品 

サー
ビス 

サー
ビス 

サー
ビス 製品 

製品 製品 

IoTモデル 
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付加 
価値 

ネットワーク 
効果の境界点 

IoTのレベル 

ま
た
は
コ
ス
ト 

付
加
価
値 

自動化 
フェーズ 

つながる化 
フェーズ 

ＣＰＳ 
フェーズ 

コスト 

付加 
価値 

ネットワーク 
効果の境界点 

実現が困難なCPS（統制型） 

先行投資 
が必要 

IoTのレベル 

自動化 
フェーズ 

つながる化 
フェーズ 

ＣＰＳ 
フェーズ 

いずれ実現するCPS（自律型） 

ま
た
は
コ
ス
ト 

付
加
価
値 

ＩｏＴ時代は一気にやって来る！ 

【条件１】自律型のしくみによりネットワーク効果を図る 

【条件２】ＩｏＴ機器とプラットフォームにより低価格化を図る 

コスト 

15 
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超スマート社会（Society5.0）の構造 

生活者 
Consumer 

C2C 

公共 
Government 

G2C 

C2G 

データの流れ 
価値の流れ 

オープン 
データ 

生産者 
Business 

B2C 

C2B 

Ad. targeting 
Smart products 

B2B 

インダスト
リー4.0 

ビックデータ 

eコマース 

シェアリング
エコノミー 

eガバメント 
（電子政府） 

16 
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スマートものづくり単位（IVRA） 

2016年12月9日 
日刊工業新聞（２面） 

日本的なものづくりを 
国際展開！ 

計画、実施、解析、改善（ＰＤＣＡ） 
品質、原価、納期、環境（ＱＣＤＥ） 
ひと、方法、製品、工場（４Ｍ） 

17 
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ビック 
データ 

ターゲット 
広告 

サービス
品質 

投資 

消費者 

ビックデータ 

量（Volume） 
スピード（Velocity） 
多様性（Variety） 

プライバシー保護 
消費行動 

出所：ＯＥＣＤ 

ディープデータ 

実名化 
分散化 
合理化 

ディープ 
データ 

問題発見
（予知） 

生産 
システム 

投資 

生産者 

出所：筆者 

ビックデータ＆ディープデータ 

ノウハウ保護 生産行動 

18 
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ディープデータプラットフォーム？？ 

• ＩＴとＯＴ（製造オペレーション技術）の統合領域 

•機器やアプリの相互運用性のため共通ＡＰＩ化 

機器 設備 デバイ
ス 

セル／ライン 

エリア／フロア 

工場／物流倉庫 

企業 

工場
ＬＡＮ 

企業
ＬＡＮ 

IT
 

ﾌｨｰﾙ
ﾄﾞﾊﾞｽ 

エッジ 

個別 

O
T 

アプリ アプリ 

アプリ 

機器 設備 
デバ 
イス 

API/SDK 

API/SDK 

IT-OT連携 
プラット 
フォーム 

F/W 

G/W 
クラ 
ウド 

19 
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レベル３ 

機器 

コントローラー 

製造現場 

企業経営 レベル４ 

レベル２ 

レベル１ 機器 

コントローラー 

製造現場 

企業経営 
企
業
内
垂
直
連
携 

企業内水平連携 企業間連携 

M2Mの世界 

レベル３ 

日本的なつながる
工場の特徴 

従来の 
サプライチェーン 

ＩｏＴ時代はプラットフォームが乱立！？ 

プラット 
フォーム 

プラット 
フォーム 

プラット 
フォーム 

プラット 
フォーム 

プラットフォームとは、 
“つなげるしくみ“である。 

“つなげるしくみ“がつながらない！！ 

20 
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内向きなプラットフォーマーのいきつく姿 

1. 一定以上のシェアをもつ大企業は、中立的なブランドで身を
隠しプラットフォーマーとしてデータ主権を取りに行く 

2. 結果的に複数のプラットフォーマーが、顧客に自身のプラッ
トフォームの特徴と違いをＰＲし、相違点が拡大していく。 

3. 顧客とともにデバイスやアプリを提供するパートナーの争奪
戦を展開し、使いやすさと機能が内部で高まっていく。 

4. 各プラットフォームの仕様と機能が出そろったところで、低価
格、オープン系のプラットフォーマーが出現し、価格破壊。 

5. オープン系プラットフォーマーは国際標準に準拠し、デファク
トとして展開。機能は落ちるがシェアを着実に伸ばす。 

6. 海外工場をもつ顧客とラインビルダ―がオープン系に乗り換
え、ライセンスとサポート契約数が激減する。 

7. ソフト開発の固定費、維持費の負担で採算割れを起こす
が、既存顧客への供給義務によりその後も赤字を垂れ流
す。 

21 
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ゆるやかな結合によるプラットフォーム連携 

アプリ アプリ 

設備 
デバ 
イス 

API/SDK 

API/SDK 

Ｘ社製の 
プラット 
フォーム 

機器 

HC 
GW 

HC 
GW 

アプリ 

設備 
デバ 
イス 

API/SDK 

API/SDK 

Ｙ社製の 
プラット 
フォーム 

機器 

アプリ 

HCS 

HCS 

HCS 

ハイパーコネクション 
サーバー 

ハイパー 
コネクション 
ゲートウェイ 

サービス 
プロファイル 

データ 
プロファイル 

① 

サービス 
リクエスト 

② 

データ 
コンテンツ 

③ 

22 

サーバーは分散管理 
事後的に拡張可能とする 

プラットフォーム
の相互乗り入れ
を可能とする 
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SMU-1 

ID 

スマートな 
ものづくり単位 

SMU-2 ID 

ID 

ID 

＄ 

価値／モノ 
情報／データ 

スマートな 
移送単位 

ＰＬU-１ 

＄ 

ID 

ＰＬU-２ 

ID ID 

ID 

クローズな 
工場 

オープンな工場 

ID 

ＰＬU 

連携
管理 

ＲＣＣ-２ 

  （ＨＣＳ） 

工場間のモノ、情報の 
移送を掌握する 

ＲＣＣ-１ 

（ＨＣＳ） 

連携
管理 

ID 

ＰＬU 

つながる工場をつなぐもの 

23 
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エコシステムの構築環境 

24 

生産の現場 
の人々 

業務シナリオ 
（TO-BE） 業務シナリオ 

WG 
要件 

コンポーネントリ
スト 

プラットフォーム 
プロファイル 

プラット 
フォーマー 

接続 
プロファイル 

データプロファイ
ル ビジネス 

プロファイル 

コンポーネント 
プロファイル 

コンポーネント 
ベンダー 

提案／提供 

参照 参照モデル 
を提供 

共通アーキテク
チャー 

プラットフォーム 
リファレンス 
モデル 

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ委員会 

スコープ／機能／
情報／モノ／デー
タ／データモデル
／テストシナリオ 

最も適した 
プラットフォームを
選択 

 
生産の現場が 
すべての起点 
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個別化、多様化への対応 

モノ によるバリエーション 

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄 

生産 販売 利用 修理 廃棄 

販売 利用 修理 廃棄 

（ドイツ流） 

利用 修理 廃棄 

コト によるバリエーション 

利用 修理 廃棄 

販売 利用 修理 廃棄 

生産 販売 利用 修理 廃棄 

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄 

・・・ ・・・ ・・・ 

販売した後でもさまざま
な「コト」に対応して製品
の機能が負荷される。 

単なる付加サービスだと差別
化できない。製品に組み込ま
れたサービスであること。 

マスカスタマイゼーション 

オープンカスタマイゼーション 

25 
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サービスの時代は中小企業が切り拓く！ 

大量生産の時代 

大企業 

中小企業 

お金の流れ 

個別化、多様化の時代 

中小企業 

大企業 

お金の流れ 

モノづくり モノを介したサービス 

中小企業は
大手からお
金をもらう 

中小企業は
多様なニーズ
に対応する 

26 
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ＩｏＴのメガトレンド２０４５ 

セキュリティ（安心と安全）～２０２５年 
インターネットは、性善説のもとで設計。 

あらためてセキュリティを考慮した設計にて実装。 

トレーサビリティ（信頼の追跡）～２０３５年 
データが紛失または不正に利用されても分からない。 

追跡にはグローバルなＩＤ、国際協調などが必要。 

ライアビリティ（品質の保証）～２０４５年 
ソフトウェアはバグがあるのが大前提、責任とれない。 

品質保証のしくみが確立し製造物として責任を負う。 

セキュリティ トレーサビリティ ライアビリティ 

27 
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大企業 

中小企業 大企業 

中小企業 

個別化、多様化の時代 大量生産の時代 

ものづくりＳＭＥ４．０ 

28 

お金 
お金 

ひと 
（ｈｕＭａｎ） 

機械 
（Ｍａｃｈｉｎｅ） 

材料 
（Ｍａｔｅｒｉａｌ） 

方法 
（Ｍｅｔｈｏｄ） 

ＩＴ人材を大手企業から３年間無償で派遣 

工作機械メーカーが無償で設備を提供 

ＩＴ関連のツールはクラウドで無償提供 

材料は製品価格と相殺なので実質無償 

ＦＲＥＥ！ 
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シリコンバレーからＩｏＴバレーへ 

コンピューター＋ＩＴ 

ＩＴ＋ものづくり 

29 
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ご清聴ありがとうございました。 

ＩＶＩは、その答えを知っています！ 


